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日本産業衛生学会東海地方会 研修企画委員会
問合せ Mochizuki.Yumiko@ak.MitsubishiElectric.co.jp

ウインクあいち（名古屋駅前）

参加無料
非学会員も大歓迎
事前申し込み要

産業保健スタッフ
のための研修会

日本産業衛生学会東海地方会が、学会会員・非会員を問わず、比較的経験の浅い産業保
健実務スタッフに向けて開催している「産業保健スタッフのための研修会」。今回も、参
加者同士が交流しやすい対面での参加型実地研修を２つ企画しました。
どちらか１つの研修を選んでに参加し、実地研修を通じてスキルアップを図っていただ

くとともに、参加者同士の交流の場にもなればと考えています。ぜひ、ご参加下さい！

第38回

場所： ウインクあいち 会議室 1107
対象： 実務でメンタルへルス対応をしたことがある産業保健スタッフ
（産業医・産業保健職・人事労務担当者・衛生管理者など多職種大迎！）
形式： グループワークによる事例検討

内容：「産業保健スタッフにおける連携の実際―復職支援を通して」を

テーマに、検討し意見交換をします。いつもはなかなかお話しで
きない職種の方とお話しできる機会をめざしています。

定員： 30名（申込多数の場合は、人数調整する場合があります）

実地研修
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グループワークによるメンタルへルス事例検討

駆け出し産業保健スタッフのための実地研修

WEBからお申込みください。
URL  https://forms.gle/G1yL1TX1qgdm1HT57

締切：11/28（金）まで
＊1・2どちらかの１つのみを選択参加の研修です。

場所： ウインクあいち 会議室 1110
対象： 実務で健康データを扱っている産業保健スタッフ
形式： パソコンを使った（模擬）産業保健現場データ分析の演習
（ハンズオン研修です。パソコンは参加者各自で準備していただきます）
内容：企業の健康施策評価の考え方を実際のデータ分析を通して学びます。

初学者向けに集団の健康の基本集計から始め、施策で集団の健康が
実際に改善したかを確かめる分析・評価に使える分析を行います。

（※無料統計ソフト（R）で、研修会側で準備・配布したデータを分析）
定員： 20名（申込多数の場合は、人数調整する場合があります）

産業保健現場のデータ活用術

実地研修

2

mailto:Mochizuki.Yumiko@ak.MitsubishiElectric.co.jp

	スライド 1

